














































1) 発達水準モデル ・・・・・・・・・・ 文献研究を行う程度にとどめる。
2) 指導要領の部分修正案 ・・ 枠組みの見直しをはかる程度にとどめる。
3) 年間指導計画 ・・・・・・・・・・・・ 昨年度の年間指導計画を部分修正する。
4) 教材・単元開発 新しい教材・単元で授業を試みる。既存の教材のー
部について，新しい教材や資料を用いた授業を試みる 0
5) 補助教科書など ・・・・・・・・・・ 教材の候補となる文献を収集し，蓄積する。
6) 教科担任1fi!J.小中教員の乗り入れ・・・・ 年間をとおして実施する。















































《実践研究 I-2》 説明文の図式化を通じて理解力を深める（中学 1年）
1) 単元の構想、













































































































































































































































































































































I o.1 I a.2 I① 0. 1× 4+0.2× 3== 
I 3 I 4 I② 0. 1× 3+0.2× 4= 
I o.1 I o.2 I① 0. 1× 6+0.2× 5= 
I s I 6 I② 0. 1× 5+0.2× 6= 
I o.31 o.41 ① 0.3×11+0.4×10= 
I rn I 1 I② 0.3×10+ 0.4×1 = 















































































































。 自然事象に対する驚きや疑問から学習課題を設定して 。 自他の問題解決への見通しの違いをいかし実験結果にす 実験を行い，まとめの段階において自らの問題解決と学 ついてまとめていくことができる。
姿 習課題との整合性を反省、的に振り返ることができる。 －同じ考えのグループから各1名ずつ集まった「交流グル
の ープ」において考えや実験結果を交流し，まとめる。





0 自分が興味・関心をもった事象に対し， 自分なりの考 0 他者の問題解決の方法や結果，考えを受け入れること ． ． ． 
えに沿って観察・実験して結果を出すことができる。 ができる。 － ． ． 
－他者の考えや観察・実験の結果を．自分と同じ視点か ． 



















































































































































































































































。対象学年及び人数 第 6学年 37名



















第1次（1時間） ｜ 第2次（1時間） l：第3次（6時間） 第4次 (2時間）















たj 「中学校の先生と学習して自分のためになったJの潤いには， 3 6名中 32名が「と
てもそう思う J 「そう思う」と答えていた。次に 「自分たちで歌詞やメロディーをつく
























































8 賞したり表現したりし，感じ 的なものだけではない作品を 形について美しく工夫されて







9 賞したり表現したりし，感じ 的なものだけではない作品を る工夫に気付き味わいなが
4 たことや考えたことを交流し 多く鑑賞したり表現したり ら，自分から美しい環境を創















O学年：広島大学附属三原小学校 2年 3 9名



















たものをそれぞれイーゼルに立てて鑑賞する場を設定した。そして， lグループを 6～ 7
名で構成した 2グループ毎に分割した絵の lつをみることにした。子どもたちは， 自の前
に現れた大きな絵に歓声を上げながらも 集中して絵の中に描いてあるものを見つけてメ
モをとっていった。












黒板に 3枚の絵を貼り始めると，子どもたちから「あっ，つながる。 J 「先生，絵が繋





















伊jえば，識かれているおじいさんについて， 「花咲じいj と「桃太郎j のどちらに登場
する人物かが交流の話題となった時のことである。絵の一部分をみての感じ方の違いが生
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色はん顕だと濁いてびっくりしました。














































































E 「探求カJ －－－ 「なぜ，どうしてJを解決していくことができるカ（窓、考力）


























































































































































































ペア 2年生との交流会（小学 6年生） お年寄りとの交流会（中学 1年生）












り組むことができた。 「たこ jや「わけぎJなど 郷土な食材を献立の中に 1品取
り入れさせ， 日常食に生かす工夫を考えて実習を行うようにさせた。お年寄りへの
案内状作成・食事の内容やテーブルセッティングなど，各自の創意工夫を生かし，
交流をすることができた。
③まとめと今後の課題
これまで述べてきたように， 「自立（・自律）と共生の力をはぐくむ小中一貫の家庭科
教育の創造j をめざし，人とのかかわりを重視した学習内容と学習方法を試みてきた。
例えば，小学校における異校種兵学年交流授業「ペアの00ちゃんのために 4群を満た
す栄養満点の軽食をつくろう j や中学校における幼稚園児との交流授業「ペア幼児との交
流会j においては，少子化のためきょうだいとのかかわり方を知らない子どもたちに，幼
い子どもたちとのかかわり方を学ばせたり，自己の成長に気づかせたりすることができた。
さらに，中学校における「地域のお年寄りとの交流会jの学習を通して，現代の家族構成
から希薄になりつつある高齢者との交流を通して，先人の生き方や知恵を学び，高齢者の
生活実態を知って，より良いかかわり方を知ることができた。
今後は，外国の人との交流授業などを通して諸外国の文化や風土の特徴などを学び，日
本の良き伝統・文化について認識したりグローバルな視野で物事を考えたりする経験を積
ませることで，国際コミュニケーション能力を育てることも視野に入れたい。
そして今年度の実践を来年度につなぎながら，小中ー賞の家庭科教育のカリキュラム作
成に取り組みたい。
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